
平成 30 年度会津若松市社会福祉協議会事業報告 
 

１．団体の経営  
 

項  目  結  果  

⑴ 会議の開催  

 

 

① 経営会議  

ア 理事会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 評議員会  

 

 

 

 

 

 

 

各会議を開催し、組織経営の確立と財政の健全化を進めるた

め、業務執行に関する重要案件を審議・決定した。 

 

 

① 平成 30 年６月 11 日 

平成 29 年度事業報告、平成 29 年度一般会計・特別会計

決算、平成 29 年度末支払資金残高の処分、平成 30 年度一

般会計・特別会計補正予算、会員規程の一部改正、委員会

設置規程の一部改正、職員再雇用規程の一部改正、評議員

会の招集、通所介護事業に係る給食業務委託契約、北会津

保健センター管理運営事業に係る日常清掃及び管理業務

委託契約 
 

② 平成 30 年９月３日 

平成 30 年度一般会計補正予算、評議員会の招集 
 

③ 平成 30 年 12 月 10 日 

   評議員選任候補者の推薦、平成 30 年度事業中間報告 
 

④ 平成 31 年３月 14 日 

   平成 30 年度一般会計補正予算、平成 31 年度事業計画、

平成 31 年度一般会計・特別会計予算、債務負担行為の設

定、役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正、

評議員会の招集 

 

① 平成 30 年６月 25 日 

平成 29 年度事業報告、平成 29 年度一般会計・特別会計

決算、平成 29 年度末支払資金残高の処分、平成 30 年度一

般会計・特別会計補正予算、会員規程の一部改正 

 

② 平成 30 年９月 18 日 

平成 30 年度一般会計補正予算 

 

③ 平成 31 年３月 28 日 

   平成 30 年度一般会計補正予算、平成 31 年度事業計画、 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

ウ 監事会（事

業、会計監査） 

 

 

 

 

 
 

エ 総務委員会  

オ 事業推進委

員会  

 

カ 評議員選

任・解任委員

会 

 

② 事業運営委員

会  

ア 老人福祉セ

ンター運営委

員会  

 

 

 

 

 

イ ボランティ

ア基金運営委

員会  

 

ウ 苦情解決委

員会  

平成 31 年度一般会計・特別会計予算、債務負担行為の設

定、役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正 

 

① 平成 30 年 5 月 23 日・24 日 

平成 29 年度事業報告、平成 29 年度一般会計・特別会計

決算状況 
 

② 平成 30 年 11 月 14 日 

   平成 30 年度事業中間報告、平成 30 年度一般会計・特別

会計中間執行状況、運営施設視察 

 

① 平成 30 年 9 月 3 日（合同委員会） 

小地域ネットワーク（地区社協）事業、北会津保健セン

ター・保養施設利用活性化計画 

 

① 平成 30 年 12 月 10 日 

   評議員の選任 

 

 

 

 

① 平成 30 年 7 月 26 日 

委員長選出、平成 29 年度利用状況報告、平成 30 年度事

業・予算概要 

 

② 平成 31 年 2 月 13 日 

・平成 30 年 4 月～12 月の利用状況について 

・平成 31 年度事業および取り組み（案）について 

 

① 平成 31 年 2 月 22 日 

  ボランティア学園の内容、経費、予算、ボランティア基 

金取崩し 

 

① 平成 30 年 4 月 26 日 

平成 29 年度下半期苦情内容・結果 

② 平成 30 年 11 月９日 

平成 30 年度上半期苦情内容・結果 

 



 

  

項  目  結  果  

エ ボランティ

ア学園運営委

員会  

 

 

 

 

 

 

 

③ 事務執行会議  

ア 経営戦略会

議  

 

イ 課長・室長

会議  

 

ウ 補佐職会議  

 

 

エ 係長会議  

 

 

⑵ 会員の加入促進 

 

① 平成 30 年７月 31 日 

初等課程・専門課程の進捗状況、今後の学園行事 

 

② 平成 30 年 10 月 16 日 

学園事業内容、ボランティア活動参加状況、次年度カリ

キュラム内容 

 

③ 平成 31 年１月 17 日 

学園事業内容、次年度の入学案内・カリキュラム内容 

 

 

会長、管理職からなる会議を原則月 1 回、計 13 回開催し、

事務事業の評価と事業の調整を行った。 

 

平成 30 年 12 月より課長・室長職からなる会議を計５回開催

し、新事業の企画・検討を行った。 

 

補佐・主幹職からなる会議を原則月 1 回、計９回開催し、新

事業への調整を行った。 

 

係長職からなる会議を計５回開催し、事業の企画・調整を行

った。 

 

① 会費 

 目 標 実 績 達成率 前年度比 

一

般 
7,400,000 円  7,082,500 円  95.7％ 13,800 円増 

施

設 
200,000 円  200,000 円  100.0％ 同 

特

別 

200 件 

2,000,000 円  

185 件 

1,715,000 円  

92.5％ 

85.8％ 

8 件増 

5,000 円減 
 

② 寄附の受納 

85 件 4,799,722 円(前年度比 12 件増・27,942,232 円減) 



 

  

項  目  結  果  

⑶ 役員研修の実施 

 

社協経営の更なる理解、知見を広めるため実施した。 

期 日 平成 30 年７月 18 日・19 日 

研 修 先 いわき市社会福祉協議会、日立市社会福祉協

議会 

参加者数 11 名 
 

 

 

２．総合生活支援事業（生活サポート事業） 
 

項  目 結  果 

⑴ ふれあい福祉セ

ンター総合生活相

談所の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 日常生活自立

支援事業（あんし

んサポート事業・ 

福島県社会福祉

協議会受託） 

各種相談を受け付け、様々な生活課題の解決に向けて本会事

業や他専門機関へ繋ぐ等支援した。 

一般相談では、生活困窮に陥り生活保護申請に至った方に対

してのつなぎ資金貸付や、フードバンクに関する相談の増加が

みられた。 

種類 開催日数 件数 前年度比 内容 

一般 随時 548 件 58 件増 生活全般 

法律 12 日 58 件 10 件増 
離婚、債務相談

等 

障がい者（児） 随時 3 件 2 件増  

権利擁護、成

年後見 
12 日 4 件 1 件減 

 

子育て 随時 113 件 6 件減 教育費等 

傾聴 140 日 324 件 119 件減 電話・訪問 
 

判断力が低下した認知症高齢者などの権利を擁護し、地域で

安心した生活が送れることを目的に、福祉サービスの利用や、

金銭管理などを支援した。また、利用を希望する方との新規契

約を進めるとともに、会議等を開催し、支援員の連携とスキル

向上に努めた。 

 

① 職員の配置 

   担当職員       ２名（前年度比同） 

   生活支援員（非常勤） ９名（前年度比２名減） 

 

② 契約者数  50 名（うち新規９名・前年度比２名増） 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 生活困窮者等へ

の貸付事業 

 

③ 相談援助件数 延 5,423 件（前年度比 167 件減） 

延 1034.5 時間（前年度比 158.5 時間減） 

④ その他 

ア 成年後見制度法人後見支援事業に関する会議への参加 

参加者 市障がい者支援課、市高齢福祉課、 

あいづ安心ネット 

開催回数 ７回 

視察研修先：南会津町社協 

イ 「平成 30 年度市民後見人スキルアップ研修」の開催 

NPO ふくしま成年後見センターとの共催事業 

期 間：10 月 5 日～10 月 25 日まで週１回の全４回 

修了者：18 名 

 

本会相談事業や関係機関と連動・連携し、課題を抱える世帯

の自立更生を支援するため、資金の貸付を行った。 

① 社会福祉資金の貸付 

貸付件数 2 件 前年度比 1 件増 

貸付金額 10,000 円 前年度比 10,000 円減 

償還件数 14 件 前年度比 7 件減 

償還金額 42,000 円 前年度比 138,000 円減 

 

② 生活福祉資金の貸付（福島県社会福祉協議会受託） 

緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった場合の小

額資金や教育支援資金の増加がみられた。 

貸付件数 51 件 前年度比 10 件増 

貸付金額 9,037,000 円 前年度比 1,665,000 円減 

 

③ 高額療養費の貸付（会津若松市受託） 

貸付件数 95 件 前年度比 13 件減 

貸付金額 20,984,943 円 前年度比 4,795,237 円減 

 

④ 行旅人に対する乗車券・食事代の交付 

交付件数 9 件  

交付金額 12,780 円  

  （平成 30 年度より集計方法変更のため対比無し） 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

 

⑷ 福祉人材セン 

ター協力事業（福 

島県社会福祉協 

議会受託） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 生活サポート事

業 

 

⑤ 災害世帯への支援（火災世帯への見舞金） 

交付件数 7 件 前年度比 2 件増 

交付金額 65,000 円 前年度比 25,000 円増 

 

福祉人材確保対策の充実強化を図るため、求人求職情報の提

供など、地域の実情に応じた人材確保対策の推進を図った。 

① 福祉の仕事相談会 

開催回数 12 回 前年度比同 

相談件数 36 件 前年度比 10 件増 

 

② 福祉・介護の職場体験 

実施会場 4 ヵ所  

実施日数 12 日  

体験者数 15 名  

  （平成 30 年度新規事業のため対比無し） 

 

生活困窮者支援として、関係機関と連携して協働実践に取り

組んだ。 

① 出前・年末特別相談会（市や NPO 団体と協働で開催） 

開催日数 ６日 

前年度比 1 日増 

出張相談会４地区（大戸、

一箕、東山、河東） 

年末相談会２日間(平成 30 

年 12 月 29 日、30 日) 

相談件数 ７件 前年度比２件増 

 

② フードバンク事業（生協や市民団体との連携による緊急食

料の提供） 

受入件数 30 件 前年度比５件減 

生協７件 

市民団体等 23 件 

提供件数 131 件 前年度比２件増 

 

③ こどもの居場所づくり支援（こども食堂への協力、連携） 

特定非営利活動法人寺子屋方丈舎や任意団体が運営す

るこども食堂へボランティアの斡旋、食料品等の提供など

協力した。 



 

  

項  目 結  果 

 

 

 

 

 

⑹ 小地域ネットワ

ーク組織化事業 

 

④ 関係機関連携会議 

生活困窮者支援のための市、民協、包括、NPO 団体、ハ

ローワークとの連携会議に出席した。 

会議出席回数 ７回 前年度比５回減 

 

地域の支え合い、助け合いの基盤づくりを進めるため、地区

社協の組織化に取り組んだ。また、各種地域会議に参加し、関

係機関と連携を図り、顔の見える関係づくりを進めた。 

地域支え合い団体（地区社協）として、組織化を推進した。 

① 東山地区「東山・人と地域をつなぐ会」 

平成 30 年 10 月３日設立 

② 北会津地区「北会津ふれあいネットワーク」 

平成 31 年２月 16 日設立 

③ 会議の開催・参加 

民児協理事会・総

会・研修会 
18 回 前年度比４回増 

地区民児協会議 23 回 前年度比１回増 

包括ケア会議 44 回 前年度比 15 回減 

包括ミニケア会議 50 回 前年度比６回増 

湊地区地域活性化

協議会 
17 回 

前年度比７回減 

定例会、役員会及びイベント

等に出席した。 

地域支え合い団体

（地区社協）の説

明 

30 回 

区長会、民生児童委員協議会

等の会議で説明を行った。 

小地域ネットワー

ク関係機関会議の

開催 

36 回 

前年度比 29 回増 

東山、北会津、河東地区にお

いて、地区社協の組織化に向

け、関係機関による会議を開

催した。東山地区では、４月

19日に福島市社会福祉協議会

第３地区社会福祉協議会の先

進地視察研修を行った。設立

後も役員会等に参加し連携を

図った。 
 

 



 

  

項  目 結  果 

 

 

 

⑺ 認知症の人と家

族の居場所づくり

の支援 

 

④ 北会津地区「あんしんバトン」モデル事業 

配布件数 91 件 

 

 認知症カフェをはじめ、見守り活動や認知症への理解促進へ

の取り組みとボランティアの支援を行った。 

① 認知症カフェ支援 

認知症の人と家族の会によるカフェひだまりでは、ボラ

ンティア学園が開講する「あいづっこぜみな～る」に協賛

し、子どもたちの実習の場としても開催した。 

開催回数 12 回 前年度比 3 回増 

延利用者数 483 名 前年度比 261 名増 

 

② 認知症カフェ連絡会の設立・運営 

平成 30 年５月 31 日に設立総会を開催し、認知症カフェ 

を運営する８団体の相互連携と親睦交流を図り、活動の支 

援及び普及発展に寄与することを目的に認知症カフェ連絡 

会を立ち上げた。11 月に先進地視察研修、12 月に専門講 

師を招き講義研修を行った。また、健康まつりやボランテ

ィア学園の卒業式終了後にカフェの PR を行った。 

開催回数 ８回 設立記念講演、情報交換会 

PR 活動、研修、役員会 

延参加者 132 名 連絡会会員 

 

③ 河東カフェの開催（俺ん家カフェ） 

地域の方のお茶のみなど交流の場として開催し、認知症

の理解促進や情報提供、相談等を行った。 

ア オープニングセレモニー 

期 日 平成 30 年 6 月 22 日 

参加者 77 名 

   イ 認知症カフェ 

     開催回数  ９回 

     延利用者数 278 名 



 

  

３．地域福祉総合推進事業（ふれあいのまちづくり事業）  
 

項  目  結  果  

⑴ 地域福祉活動推

進事業  

 

① 地域福祉活動計画の周知、啓発、進行管理 

各種会議にて周知、啓発を行うとともに、計画の進捗状

況について内部評価と「会津若松市地域福祉計画等評価検

証会議」による外部評価を受けた。 

ア 会津若松市地域福祉計画等評価検証会議 

期 日 平成 30 年 7 月 30 日、平成 31 年３月 27 日 

 

② ふれあい・いきいきサロン活動支援事業 

地域の高齢者とボランティアが共同で企画・運営する仲

間づくりの活動に対し、助成金の交付と職員の派遣、サロ

ン団体交流会を開催して活動の推進を図った。 

アウトリーチを徹底し、周知を図った結果、サロンの増

加につながった。 

ア 運営費の助成、レクリエーション用具の貸出、職員の派

遣 

イ 活動団体の交流会の開催（年１回） 

ウ 地区交流会の開催（１地区） 

開催箇所 107 箇所 前年度比 19 箇所増 

助成金額 2,475,200 円 前年度比 402,400 円増 

支援回数 55 回 前年度比 20 回増 

交流会 １回 前年度比同 

平成 30 年 11 月 29 日開催 

37 名参加（希らら） 

地区交流会 １回 平成 31 年 3 月 26 日開催 

22 名参加 北会津保健ｾﾝﾀｰ 

 

③ 空き家等を活用したささえあい拠点認定制度の実施 

申請件数：1 件（前年度比同） 

相談件数：3 件（前年度比１件減） 

 

④ 一人暮らし高齢者会食会事業 

一人暮らし高齢者の交流の場を組織した地区に助成金を

交付し、地域内での助け合いや見守り体制の支援を行った。 

北会津地区では、共同募金配分金を活用し、高齢者の相 

互交流、生きがいの場を提供した。 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 地区民生児童委員協議会単位の実施 

開催地区 ７地区（城北、一箕、門

田、行仁、日新、城西、

神指） 

前年度比同 

 

イ 北会津地区昼食会 

開催回数 12 回 前年度比 1 回増 

延参加者数 153 名 前年度比 24 名増 

 

⑤ 一人暮らし高齢者「すみれ会」活動支援 

河東地区に住む 65 歳以上の単身世帯を対象に、健康で明

るく心豊かな生きがいを見つけ、住み慣れた地域で生活し

やすい環境や地域での仲間づくりを進め、民生児童委員と

連携し活動をした。 

開催日数 5 日 前年度比同 

延参加者数 93 名 前年度比 1 名減 

 

⑥ ほっとサロン会「わかば」の開催 

園芸ふれあいセンターを拠点に、65 歳未満の障がいが 

ある方を中心とした心と身体の健康づくりを支援し、生き 

がいと楽しい仲間づくりを図った。 

登録者数は当初４名であったが、年度途中から１名が就 

労し、１名は私事都合で退会を申し出たため利用者減とな 

り、来年度からは活動中止となった。 

なお、別なサービス利用を勧めていく。 

開催日数 9 日 前年度比 2 日減 

延参加者数 32 名 前年度比 35 名減 

 

⑦ 「地域から始まる福祉の時間」フェスの開催  

誰もが安心して住み続けられる元気あふれる地域づく

りのため、体力測定やいきいき百歳体操、俺ん家カフェな 

ど施設を開放して交流を行った。 

期 日 平成 30 年 11 月 11 日（日） 

会 場 河東総合福祉センター「桜河苑」 

参加者 269 名 

 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

⑧ 福祉台帳及び緊急連絡カード配備事業  

民生児童委員と協力し、要支援者の実態把握と緊急時に

おける対応を支援した。 

緊急連絡カード新規 若松 69 件、河東５件作成 

 

⑨ 福祉実習生の受け入れ  

社会福祉士実習 １名 前年度比同 
 

⑩ 各種委員会等への出席  

行政、関係機関及び地域で開催される会議へ出席し、連

携を図った。 

ア 福島県社会福祉協議会 

イ 福島県共同募金会 

ウ 福島県会津地域保健医療福祉協議会 

エ 会津地域自殺対策推進協議会 

オ 会津地域子育て支援連絡会 

カ 会津若松市定住・二地域居住推進協議会 

キ 会津若松市高齢者・障がい者虐待防止ﾈｯﾄﾜｰｸ会議  

ク 会津若松市空家等対策協議会 

ケ 会津若松市防災会議 

コ 会津若松市いじめ問題対策連絡協議会 

サ 会津若松市青少年問題協議会 

シ 会津若松市子ども未来基金事業助成金検討会 

ス 会津若松市介護保険運営協議会 

セ 会津若松市国民健康保険運営協議会 

ソ 会津若松市民生委員推薦会 

タ 会津若松市中心市街地活性化協議会 

チ 会津若松市障がい者差別解消支援地域協議会 

ツ 会津若松市地域自立支援協議会 

 ・地域生活部会  ・権利啓発部会 

・活動支援部会  ・療育部会 

テ 会津図書館運営協議会 

ト 会津まつり実行委員会 

ナ 余暇活動支援事業運営会議 

ニ 会津若松市勤労青少年ホーム運営委員会 

 

 



 

  

項  目  結  果  

⑵ 福祉団体育成・

支援事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶  福祉バス運行

事業 

 

 

 

 

 

⑷  奉仕銀行設置

運営事業  

 

社会貢献活動を行う 12 団体に対し、活動費の助成や運営を

支援した。 

団体名 助成金額 

会津若松市区長会 506,000 円 

会津若松市民生児童委員協議会 400,000 円 

会津若松市各方部民生児童委員協議会 2,290,800 円 

会津若松市老人クラブ連合会 100,000 円 

会津若松身体障がい者福祉会 70,000 円 

認知症の人と家族の会福島県支部会津地区 50,000 円 

会津若松地区更生保護女性会 70,000 円 

会津若松市保育士会 100,000 円 

会津若松市保育所連合会 100,000 円 

会津若松市保育所保護者会連合会 50,000 円 

福祉ボランティアサークルひまわりの会 100,000 円 

会津若松市子どもまつり実行委員会 150,000 円 

合 計 3,986,800 円 

 

福祉団体等が行う視察研修などのため、福祉バスを運行し、

健康増進・教養の向上を図った。 

運行日数 32 日 － 

延利用団体数 25 団体 － 

利用人数 519 名 － 

走行距離 5,045km － 

 

寄附物品の受入と払い出しを行った。 

受入 35 件 前年度比 1 件減 

払出 35 件 前年度比 1 件減 

主な物品：食料品、タオル、雑貨など 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

４．ボランティア事業  
 

項  目  結  果  

⑴ 会津若松市ボラ

ンティア学園事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民がボランティア活動を身近に感じ、気軽に参加できる

環境を整備するため、ボランティア学園を平成 30 年 5 月 12 日に

開校し、学園を通して情報の積極的発信や集約化、相談窓口の充

実、人財育成、広報・周知を行った。 

① 受講者 延べ人数 147 名 

実人数  113 名  

 

② 開催状況  

 

③ 年間行事  

 ア 入学式 平成 30 年５月 12 日 

イ ボランティアフェスタ（学園祭） 平成 30 年 10 月 28 日 

ウ 修学旅行（長岡・小千谷方面） 平成 30 年 11 月 10 日 

エ 卒業式 平成 31 年 3 月 17 日（卒業生 51 名 延べ 72 名） 

 

 

 

講 座 名 回数 定員 受講者 

初等課程 10 回 20 名 34 名 

地域ボランティアリーダ

ー養成学科 
８回 15 名 20 名 

傾聴ボランティアぜみな

～る 
８回 15 名 30 名 

緩和サービス担い手育成

ぜみな～る 
７回 15 名 ９名 

あなたも「アイ・アム・

サム」ぜみな～る 

９回 

（補講３回） 
15 名 14 名 

メンタルフレンドボラン

ティアぜみな～る 

５回 

（交流会４回） 
15 名 18 名 

あいづっこぜみな～る 12 回 15 名 ８名 

思いを伝える。認知症サ

ポートぜみな～る 
７回 15 名 14 名 



 

  

項  目  結  果  

⑵ ボランティアマ

ッチング事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 出前福祉体験教

室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動、市民活動の周知・啓発、人材養成、相談業

務、マッチング事業に取り組んだ。 

ア コミュニケーションサービス「あいべあ」の登録 

ボランティア学園生、自分発見ボランティア参加者を対

象に、登録を行い、ボランティア情報の発信を行った。 

イ ジュニアボランティア 

2020 パラリンピックでの「ボッチャ」競技のホストタ

ウンに会津若松市が決定したことから、市・スポーツ推進

課と連携し、障がい者スポーツを通して参加、交流するこ

とで障がい者への理解・関心・思いやりの心を育てること

を目的に実施した。 

開催時期 平成 30 年９月２日 

参加者数 47 名（前年度比６名増） 

ウ 自分発見ボランティア 

ボランティア活動を通して、自分自身の生き方や人間や

社会を見つめる目を育む機会となり、みんなで支え合う福

祉のまちづくりに寄与することを目的に実施した。 

開催時期 平成 30 年７月～平成 31 年３月 

参加施設 32 施設（前年度比５施設増） 

参加者数 90 名 （前年度比 17 名増） 

エ 相談・マッチング 

相談件数 1,598 件 （前年度比 532 件増） 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ数 514 回 （前年度比 217 回増） 

 

 

幼い時から福祉の心を育むため、福祉施設・教育機関・ボラン

ティア・関係団体と連携した福祉教育の推進に取り組んだ。 

開催時期 通年 

開催回数 18 回（前年度比１回増） 

開催場所 
一箕小・東山小・城北小・城西小・行仁小・

謹教小・北会津中 

開催講座 
疑似体験・車いす・白杖・点字・手話・認

知とは 

 

 



 

  

項  目  結  果  

⑷ 除雪ボランティ

ア事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ ボランティア活

動保険の加入 

 

⑹ ボランティア活

動機材の貸出 

 

 

 

 

 

 

⑺ 企業の社会貢献

活動への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボラン

ティアによる要援護世帯への除雪活動（市より受託の間口除雪

も含む）を支援した。 

ア 地域ぐるみ除雪ボランティア 

  組織地区数 96 地区（前年度比４地区増） 

  登録者数   839 名（前年度比 30 名増） 

  除雪回数  2,427 回（前年度比 3,646 回減） 

  間口回数  1,740 回（前年度比 3,179 回減） 

イ スノーバスターズ（全市対応） 

  登録者数   231 名（前年度比 34 名増） 

  除雪回数   13 回（前年度比 60 回減） 

 

 

 

機器種類 14 種 

（車イス、白杖、アイマスク、高齢者疑似

体験セット、テント、レクリエーション道

具、点字板、スクリーン、鍋・釜、ポータ

ブルトイレ、ベッド、ブルーシート、誘導

棒、発電機） 

総貸出件数 160 件（前年度比 1 件減） 

 

ア ヤクルト愛の訪問活動 

80 歳以上の単身世帯への週１回の安否確認事業に対

し、連絡調整等の支援を行った。 

利用者数 733 名（前年度比 1 名減） 

イ 電気点検・清掃ボランティア活動 

   東北電力等による 80 歳以上単身世帯への電気点検訪

問活動に対し、地区民生児童委員協力のもと連絡調整等

の支援を行った。 

城西地区 35 世帯（前年度比 21 世帯減） 

 

 

 

 

 

加入者数 3,389 名（前年度比 48 名減） 



 

  

項  目  結  果  

⑻ 生活支援相談員

配置事業（福島県

社会福祉協議会受

託） 

 

 

 

 

 

⑼ 障がい者支援セ

ンターカムカムボ

ランティアの運営 

 

 

生活支援相談員４名を配置し、被災者・避難者の生活復興の

ため支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア相談及び派遣窓口を担い、障がい者の地域生活

を支援した。 

ア 相談・マッチング 

相談件数 1,025 回 前年度比 312 回増 

支援件数 1,549 回 前年度比 605 回増 

イ カムカムボランティアポイント事業 

障がいの程度にかかわらず、誰でもボランティア活動に

参加しやすい環境をつくり、障がい者の社会参加を促すと

ともに、ボランティアのすそ野を広げる取り組みとして事

業を実施した。 

参加者 107 名（うち障がい者 40 名） 

 

 

個別訪問活動 696 回 前年度比 48 回増 

サロン・交流会

参加 
37 回 前年度比 28 回増 

研修会・会議等 64 回 前年度比 15 回増 

サロン開催 ４回 前年度比３回減 

訪問世帯 186 世帯 前年度比 28 世帯増 

 

 

５．子育て支援の推進  
 

項  目  結  果  

⑴ 湊しらとり保育

園の運営 

 

子どもたちの健やかな育ちのために、個々の発達に応じた保

育活動（幼児英語保育、食育、体力向上）や子育て支援に努め

た。また、湊小中学校・地域施設・団体との交流も行った。 

 

① 保育日数 287 日（前年度比 2 日減） 

 

 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

② 登録園児数 

年齢 園児数 前年度比 

0 歳児  5 名 2 名減 

1 歳児  8 名 4 名増 

2 歳児  4 名 7 名減 

3 歳児 11 名 3 名減 

4 歳児 14 名 4 名増 

5 歳児 11 名 1 名減 

合計 53 名 5 名減 
 

③ 利用者数 1 日平均 41.8 名（前年度比 4 名減） 
 

④ 主な事業 

ア 幼児英語保育 

4・5 歳児対象とした幼児英語教室を実施した。 

5～11 月 月 1 回 計 7 回 

イ 食育 

地元の野菜を使用した給食の提供及び子どもたちが畑

づくりを行い、収穫物を給食に提供した。 

ウ 湊施設訪問 

施設利用者と交流を図った。 

エ 親子教室 

「リズムあそび」「親子で楽しく手作りおやつ」を行った。 

オ 体力づくり 

毎日の活動の中で、必ず体操や身体を動かす時間を設

け、体力向上に努めた。 

カ かたりべを聞く 

地域の方による方言を使った昔話を聞き、言葉に対す

る興味関心を深めた。 

5～2 月 月 1 回 計 10 回 

キ 地域交流 

湊小中学校、地域施設との交流を図った 
 

⑤ 乳児家庭全戸訪問事業（会津若松市受託） 

湊地区における対象家庭を訪問し、乳児や保護者の心身の 

状況、養育環境の把握、育児に関する不安や悩みに対する傾 

聴・相談を受けると共に、早期支援につなげていく事業を 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

⑵ 湊こどもクラブ

の運営（会津若松

市受託） 

行った。 

訪問世帯数 5 世帯 

 

 湊しらとり保育園や地域施設・団体との交流を図りながら、

労働等により昼間保護者が家庭にいない小学生に対し、放課後

における遊び及び生活の場を提供した。 

 

① 年間開所日数 281 日（前年度比 5 日減） 

 

② 登録児童数 

学年 児童数 前年度比 

1 年 6 名 2 名増 

2 年 4 名 3 名減 

3 年 5 名 2 名減 

4 年 3 名 2 名増 

5 年 0 名 同 

6 年 0 名 同 

合計 18 名 1 名減 

 

③ 利用者数 1 日平均 13.5 名（前年度比 3.6 名増）  

 

④ 主な事業 

ア 地域交流  

土曜日や長期学校休業期間を利用し、地域住民の方と

の交流会や地域行事への参加を行った。 

イ 食育  

会津若松市食生活改善推進協議会の協力により、提供

するおやつの質の向上に取り組んだ。  

ウ 屋外保育  

思い出作り及び集団行動の重要性やルールを学ぶこと

を目的とし、県内の観光施設を訪問した。  

エ ボランティア学園事業への参加  

小中学生向けのボランティア学園事業へ参加し、参加  

者との交流を図った。 
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⑶ 障害児通所支援

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいのある児童に対して、基本的動作の習得及び集団生活

が送れるよう、指導・訓練を行った。 

ポスター掲示やパンフレットの配布等、たんぽぽ園の周知を

図り利用に繋がるようにした。 

障がいを持つ子どもの早期発見のため、子育て支援教室「た

んぽぽ」を利用者のニーズに合わせて土曜日にも実施した。 

就学児の家族支援として、休日に遠足や親子ボーリング大会

などの行事を行い交流を深めた。 

ア 会津通園訓練センターたんぽぽ園 

午前：児童発達支援（乳幼児等） 

午後：放課後等デイサービス（学童等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開所日数 242 日 前年度比 2 日減 

目標/日 

午 前 1 名 目標達成率 28.9％ 

午 後 9 名 目標達成率 86.6％ 

合 計 10 名 目標達成率 80.9％ 

延利用人数 

午 前 70 名 前年度比  54 名減 

午 後 1,903 名 前年度比 126 名減 

合 計 1,973 名 前年度比 180 名減 

稼働率 81.5％ ― 

1 日平均 
午 前 0.3 名 前年度比 0.2 名減 

午 後 7.9 名 前年度比 0.4 名減 

 

６．老人福祉センター運営事業 
 

項  目 結  果 

 

 

 

⑴ 利用状況 

 

 

 

高齢者の健康増進及び教養の向上を図り、レクリエーション

の場を提供とするとともに、わくわく学園やゆめ寺子屋事業へ

協力し、利用者確保に努めた。 

開館日数 296 日 前年度比 1 日減 

年間目標 延 22,600 名  

利用者数 

男 性 延 9,251 名 前年度比 445 名増 

女 性 延 12,735 名 前年度比  22 名増 

合 計 延 21,986 名 前年度比 467 名増 

１日平均利用者数 74.3 名 前年度比 1.8 名増 

健康相談 延 3,431 名 前年度比 1,320 名増 

ヘルストロン利用 延 2,289 名 前年度比 228 名減 
 



 

  

項  目 結  果 

 

⑵ 講座等開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ その他 

 

 

 名称 回数 延人数 前年度比 

主

催

講

座 

籐 手 芸 15 回 323 名 10 名増 

手 芸 15 回 191 名 19 名減 

社 交 ダ ン ス 30 回 375 名 77 名減 

ﾊ ﾟ ｰ ﾃ ｨ ｰ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ 15 回 95 名 86 名減 

華 道 15 回 288 名 90 名減 

スポーツ民踊 15 回 294 名 93 名減 

ち ぎ り 絵 15 回 216 名 23 名減 

書 道 45 回 460 名 36 名減 

水 墨 画 30 回 315 名 19 名減 

カラオケ教室 30 回 1,728 名 135 名減 

 

 名称 回数 延人数 前年度比 

自

主

ク

ラ

ブ 
卓 球 46 回 1,287 名 336 名減 

太 極 拳 37 回 324 名 67 名減 

創 作 舞 踊 21 回 151 名 10 名減 

細字・実用書 44 回 656 名 57 名減 

パ ソ コ ン 37 回 632 名 253 名増 

レク・ダンス 49 回 1,826 名 187 名増 

日 舞 37 回 142 名 22 名減 

折 り 紙 25 回 395 名 40 名減 

絵 手 紙 24 回 176 名 26 名減 

パステルアート 12 回 170 名  

長生き(息)健康ヨガ 18 回 210 名 120 名増 

 

行事名 開催日 参加者数 

日本茶講座 平成 30 年 ４月 ５日 

４月 10 日 

25 名 

ヤクルト健康講座 平成 30 年 ４月 26 日 22 名 

みどりの日祝日開館 平成 30 年 ５月 ５日 40 名 

菖蒲の湯 平成 30 年 ５月 27 日 64 名 

レクリエーション

講座 

平成 30 年 ６月 16 日 14 名 

ニュースポーツに

挑戦 

平成 30 年 ６月 29 日 ７名 

 



 

  

項  目 結  果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事名 開催日 参加者数 

民謡の宴 平成 30 年 ８月 19 日 25 名 

カラオケ発表会 平成 30 年 ８月 29 日 85 名 

お楽しみ会 平成 30 年 ９月 13 日 25 名 

敬老の日無料開館 平成 30 年 ９月 17 日 67 名 

アロマ講座 平成 30 年 10 月 27 日 20 名 

施設交流会（若松

第三保育園） 

平成 30 年 11 月 １日 18 名 

希らら設立 40 周

年記念講演会 

平成 30 年 11 月 23 日 98 名 

希らら祭 

「作品展示会」 

 

「演芸会」 

 

平成 30 年 12 月 １日 

２日 

平成 30 年 12 月 ５日 

 

 

 

401 名 

手打ちラーメンを

作ってみよう 

平成 30 年 12 月 13 日 16 名 

だんごさし 平成 31 年 １月 13 日 45 名 

豆まきカラオケ発

表会 

平成 31 年 ２月 ３日 134 名 

健康講座「ピンピ

ンコロリ」 

平成 31 年 ２月 22 日 32 名 

ひなまつり甘酒 平成 31 年 ３月 ３日 43 名 

お楽しみ風呂 菖蒲、みかん 

清掃活動 ５回 延人数 129 名 前年度比 15 名減 

○ 月１回 歌のボランティア、ポイント２倍デー、レクリ 

エーションデー 

○ 各種講座・クラブ・イベントの充実 

○ 各種講座・クラブ活動見学会の開催 

○ 施設の PR 及び利用促進への取り組み 

○ 祝日の開館（みどりの日、敬老の日、勤労感謝の日） 

○ 設備改修等利用環境の整備 



 

  

項  目 結  果 

 

⑷ 介護予防事業と

の連携 

 

 

行事名 回数 参加者数 

いきいきわくわく介護予防教室 40 回 774 名 

ニュースポーツに挑戦 １回 ７名 

体組成測定 ２回 30 名 

まちゼミ 21 回  

スクエアステップ ６回 118 名 

スマホ・タブレット講座 ６回 104 名 
 

 

７．介護予防事業  
 

項  目  結  果  

⑴ 本会事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑵  一般介護予防

事業（いきいきわ

くわく介 護予防

教室・会津若松市

受託） 

介護認定を受けていない高齢者へ、地域包括支援センターと

連携し、地域で継続して生活できるよう、介護予防に関する運

動や知識の普及・啓発を行った。 

〇 社協オリジナル体操の普及 

２サロンにＣＤを提供し啓発した。 

〇 各地域サロンへの積極的な介護予防の普及 

地域サロン 138 回 

〇 勤労者世代向けの介護予防教室の実施（連合福島・商店

街等） 

まちゼミ参加 希らら 9 回 部屋貸与 12 回 

〇 きたあいづスポーツクラブ 年 10 回 

〇 スマホ・タブレット教室 6 回 104 名 

〇 スクエアステップ教室 6 回 118 名 

〇 市・包括からの講師依頼 16 回 

老人福祉 

センター 

５コース 40 回 前年度比同 

延参加者数 774 名 前年度比 85 名増 

湊地区 
１コース 8 回 前年度比同 

延参加者数 152 名 前年度比 35 名増 

北会津地区 
３コース 24 回 前年度比同 

延参加者数 273 名 前年度比 80 名減 

河東地区 
３コース 24 回 前年度比同 

延参加者数 334 名 前年度比 59 名減 
 



 

  

項  目  結  果  

 北会津・湊地区では、市地域づくり課と合同で「番外編」と 

して公共交通を使って買い物に出かけた。一人では乗れないバ

スも皆と乗ったことで、安心して利用出来ると感想があった。 

また、北会津地区については、地域包括支援センターと協力 

し、いきいきわくわく介護予防教室終了後「いきわくワイド」

として、運動と栄養をメインに継続した教室を実施した。 

 河東地区では、いきいきわくわく介護予防教室の参加者が、

介護や認知症等の知識を深め、（通所）緩和サービスや認知症

カフェでボランティアとして活躍した。 

今後も、いきいきわくわく介護予防教室終了後のフォローア

ップとして、市や他事業者と連携して高齢者の健康増進に努め

ていく。 

 

 

８．在宅サービス推進事業  
 

項  目  結  果  

⑴ 訪問介護サービ

ス事業 

 

 

 

 

 

⑵ 居宅介護支援事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合事業の利用者の増加が続いている。今後も、有資格者の

育成とあわせ、総合事業サービス利用者増に取り組んでいく。 

① 訪問介護サービス 

延利用者数 1,424 名 前年度比 66 名増 

② 緩和サービス資格取得研修会 

開催回数 １回 ボランティア学園講義 

延参加者数 ９名  
 

利用者である要介護者や家族の意向に沿った居宅サービス

計画を作成し、利用者が可能な限りその居宅において、その有

する能力に応じた自立した日常生活を営むことができるよう

支援した。 

利用者の重度化と困難ケースが増えたことで、短期間で入

院、死亡、施設入所になるケースが増え、新規受け入れを上回

り年間目標値を下回る結果となった。医療と連携し、算定可能

な加算を得ることで収入増に繋げていく。 

年間目標 1,260 名 目標達成率 99.1％ 

延利用者数 1,249 名 前年度比 23 名減 

住宅改修支援 0 件 前年度比同 
 



 

  

項  目  結  果  

⑶  介護予防支援

事業  

 

 

 

 

⑷ 通所介護事業  

 

 

介護が必要な状態になることを予防するため、要支援1・ 2の

方々に対して、適切なサービスが提供されるよう支援を行った。 

年間目標 324 名 目標達成率 104％ 

延利用者数 337 名 前年度比 5 名減 

住宅改修支援 8 件 前年度比 4 件増 

 

要介護状態にある高齢者に対して、通所による各種サービス

を提供し、心身の機能維持を図り、利用者の孤立感を和らげ、

その家族の身体的、精神的な負担の軽減、自立した日常生活を

営めるよう動作訓練等援助を行った。 

① 北会津デイサービスセンター（定員 28 名） 

新規利用者や現利用者の追加を柔軟に受け入れ、稼働

率・実延利用者数ともに増加となった。緩和サービスから

通常通所サービスへ移行したことも増加の要因となった。 

その反面、緩和サービスの利用者が減少したが、利用者同

士の声掛けにより新規利用者の獲得にもつながった。 

今後も、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、

一人暮らし高齢者会食会事業等と綿密な連携を図り、新規

利用者の受入や現利用者の利用回数増に対応していく。 

開所日数 307 日 前年度比 1 日減 

年間目標 7,980 名 目標達成率 103.8% 

延利用者数 8,282 名 前年度比 695 名増 

稼働率 96.3％ 前年度比 5.9％増 

1 日平均 26.9 名 前年度比 2.3 名増 
 
② 北会津デイサービスセンター（緩和）（定員 15 名） 

開所日数 136 日 前年度比 4 日減 

年間目標 1,905 名 目標達成率 75.4% 

延利用者数 1,437 名 前年度比 152 名減 

稼働率 70.4％ 前年度比 5.3％減 

1 日平均 10.5 名 前年度比 0.8 名減 
 
③ 河東デイサービスセンター（定員 40 名） 

開所日数 303 日 前年度比 6 日減 

年間目標 11,704 名 目標達成率 96.0% 

延利用者数 11,232 名 前年度比 45 名減 

稼働率 92.7％ 前年度比 1.5％増 

１日平均 37.1 名 前年度比 0.6 名増 
 



 

  

 

項  目  結  果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸  介護サポート

サービス事業 

 

 

 

 

 

⑹ 会津若松市河東

地域包括支援セン

ターの運営（会津

若松市受託）  

 

④ 河東デイサービスセンター（緩和）（定員 15 名） 

開所日数 148 日 前年度比 2 日減 

年間目標 1,963 名 目標達成率 69.1% 

延利用者数 1,356 名 前年度比 97 名減 

稼働率 61.8％ 前年度比 2.8％減 

１日平均 9.2 名 前年度比 0.5 名減 

２月にインフルエンザＡ型が蔓延したため５日間営業を休

止した。結果、稼働率は上がったものの開所日数が減ったため

延利用者数も減少した。 

サービスが停滞することのないように利用者の健康管理に

努めていく。 

 

日中、家庭での介護が難しい要援護高齢者に対し、社会的孤

立感の解消と心身の機能の維持向上を図るとともに、在宅介護

者の介護負担の軽減を図った。主に、サービス利用により区分

支給限度額基準額を超える方を対象に実施した。 

開催日数  303 日 前年度比 ６日減 

延利用者数 70 名 前年度比 30 名増 

 

地域住民の健康保持及び生活安定のために必要な助言を行

い、保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援し、高齢者の

虐待防止や認知症高齢者に対する事業を実施した。問題・困難

ケースを支援するためケアマネジャー等と連携し支援した。 

相談対応は件数減となったが、地域に出向き住民の方との関

わりやいきいき百歳体操等自主的なサロン活動支援などの回

数が増加となった。今後も地域でつながりづくりと介護予防に

努めていく。 

相談対応 6,217 件 前年度比 1,236 件

減 

介護支援専門員等指導 103 件 前年度比 16 件減 

河東圏域包括ケア会議等

開催 

15 回 前年度比 3 回減 

うち 

包括ケア会議・河

東地区協議体 3 回 

ミニケア会議 3 回 

個別ケア会議 9 回 
 



 

  

 

項  目  結  果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺  介護保険要介

護要支援認定調

査（会津若松市受

託） 

 

⑻ 認知症対応型共

同生活介護事業

（グループホーム

みなづる） 

 

 

 

 

高齢者福祉相談員定例会

（河東）開催 

4 回 前年度比同 

介護予防

教室 

開催回数 20 回 前年度比 7 回増 

延参加者数 348 名 前年度比 135 名増 

oraHo 体 開催回数 47 回 前年度比 30 回増 

操クラブ 延参加者数 498 名 前年度比 378 名増 

家族介護

者交流事

業 

開催回数 3 回 前年度比同 

延参加者数 16 名 前年度比 4 名増 

認知症サ

ポーター

養成講座 

開催回数 2 回 前年度比 2 回減 

延参加者数 32 名 前年度比 40 名減 

 

○ 介護予防ケアマネジメント事業（会津若松市受託事業：第

1 号介護予防支援事業） 

介護が必要な状態になることを予防するため、事業対象

者、要支援 1・2 の方々に対して、適切な介護予防・生活 

支援サービスが提供されるよう支援を行った。体調変化で

入院や要介護認定になる方が増え利用者数減少となった。 

年間目標 864 名 目標達成率 94.9％ 

延利用者数 820 名 前年度比名 89 名減 

 

要介護・要支援認定更新の申請者に対して調査を行った。認

定有効期間が 36ヵ月間も出てきており依頼件数は減っている。 

他市町村や他県からも依頼があり、今後も実施していく。 

調査件数 102 件 前年度比 9 件減 

 

認知症状態にある高齢者が、共同生活住居において自立した

日常生活を営めるよう援助を行った。しかし年度内に退居者５

名、入院利用者３名がで、稼働率が下がってしまった。 

開所日数 365 日 前年度比同 

延利用者数 3,002 名 前年度比 230 名減 

稼働率 91.4％ 前年度比 7％減 

１日平均 8.2 名 前年度比 0.6 名減 
 



 

  

項  目  結  果  

⑼ 認知症対応型通

所介護事業（みな

づるデイサービス

センター） 

 

 

 

 

⑽ 会津若松市河東

園芸ふれあいセン

ターの運営（会津

若松市受託） 

 

⑾ 居宅介護事業・

重度訪問介護事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑿ ガイドヘルパ 

ー派遣事業（会津 

若松市受託） 

 

 

 

 

 

 

 

認知症状態にある高齢者に対して、共同生活居住において自

立した日常生活を営めるよう援助を行い、家族の介護負担軽減

や地域との交流を図った。新規受け入れするも、短期入所や入

院になってしまった。 

開所日数 244 日 前年度比同 

延利用者数 576 名 前年度比 35 名減 

稼働率 78.7％ 前年度比 4.8％減 

１日平均 2.36 名 前年度比 0.14 名減 

 

介護予防の拠点として高齢者等の健康増進を図り、生きがい

づくりができるよう支援し、作業を通しての世代間交流も行っ

た。定期的に活動する河東地域の利用団体が増えた。 

利用日数 100 日 前年度比 29 名増 

延利用者数 1,276 名 前年度比 415 名増 

 

自立した日常生活や社会生活が送れるよう身体介護、家事援

助の支援を行い、在宅生活の継続を援助した。重度利用者への

活動可能な非常勤ヘルパーの減により、訪問回数が減少してい

ることで、今後の事業見直し要検討。施設利用の障がい者やス

ポーツ教室参加者への体力作りを勧めることで、介護予防・自

立増進・継続へと繫げていく。 

① 居宅介護事業 

延利用者数 529 名 前年度比 7 名減 

 

② 重度訪問介護事業 

延利用者数 14 名 前年度比同 

 

契約者数の変動は少ないが、入院や精神不安定の結果、利用

回数減となった。資格要件緩和により、対応可能ヘルパーが増

加し、結果利用回数増につながった。 

契約者数 24 名 前年度比 1 名増 

延利用回数 380 回 前年度比 7 回増 
 



 

  

項  目  結  果  

⒀ 北会津保健セン

ター事業（会津若

松市指定管理）  

 

地域住民の保健・福祉増進を図るため「健康と交流」をコン

セプトとした下記の企画に取り組んだ。また、「県民の日入浴

無料サービス」と北会津地区の小学生を対象に「夏休み工作教

室」を３回行い、北会津保健センター・保養施設の利用活性に

努めた。 

・企画 

企画名 回数 延利用者数 

サロン応援企画 22 団体 249 名 

フィットネス 

スクール 
9 回 44 名 

キッズ広場 登録者数 52 名 287 名 

会議・研修企画 1 回 22 名 

・保健センター 

開所日数 245 日 前年度比 1 日増 

年間目標 3,000 名  

延利用者数 6,509 名  

１日平均 26.6 名  

・保養施設 

開館日数 301 日 前年度比 13 日減 

年間目標 37,000 名  

利用者数 35,179 名 前年度比 1,343 名減 

１日平均 116.9 名 前年度比 0.2 名減 

ボイラー交換工事のため、1/29～2/11 まで休館した。  

 

 

９．リスクマネジメントの推進  
 

項  目  結  果  

⑴ 福祉サービス苦

情解決事業  

 

 

 

 

本会が提供する福祉サービス（16 事業・施設）についての

要望や苦情に対して適切に対処するとともに、業務の改善を図

った。また、苦情解決委員に平成 29 年度下半期及び平成 30 年

度上半期の報告を行った。 

① 苦情解決委員 川島得詞委員（市民児協所属） 

小野 修委員（市区長会所属） 

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 災害時非常時体

制の整備 

 

 

② 要望・苦情件数 12 件（前年度比 3 件増） 
 

③ 内容 

種 別 件数 内 容 

職員の接遇 ５件 講師への対応、利用者の

様子、送迎、窓口の対応 

サービスの質や量 １件 計画作成 

説明・情報提供 ４件 連絡事項 

その他 ２件 情報管理 

計 12 件  

 

① 会津若松市総合防災訓練 

平成 30 年７月 29 日（日）謹教小学校において会津若松

市総合防災訓練の「災害ボランティアセンター設置訓練」

に参加予定だったが、台風の影響により、中止になった。 

 

② 平成 30 年度県下一斉安全確保行動訓練「シェイクアウト

ふくしま」 

職員及び利用者の防災意識の高揚と防災力の向上を図

るため、震災を想定した県下一斉に行われる事業へ参加

し、非常時の安全確保行動訓練を行った。 

日  時 平成 30 年 9 月 11 日（火）午前 11 時 

参加部署 12 部署 

延総参加者数（利用者含む） 170 名 

 

③ 各部署における避難訓練の実施 

随時 

 

 

10．共同募金・歳末たすけあい募金運動の推進  
 

項  目  結  果  

⑴ 赤い羽根共同募

金運動への協力  

 

 

目標額  13,500,000 円  

実績額  12,567,003 円  

達成率     93.0 ％  

 



 

  

項  目  結  果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  歳末たすけあ

い 募 金 運 動 へ の

協力  

 

 

⑶  災害たすけあ

い義援金受付  

 

目標額   5,310,000 円 

実績額   4,987,343 円 

達成率     93.9 ％ 

 

 

① 受付した義援金を各都道府県共同募金会に送金した。  
 

 

② 災害義援金の受付窓口として協力 

ア 平成 30 年 7 月福岡県豪雨災害義援金 

イ 同 7 月岐阜県豪雨災害義援金 

ウ 同 7 月豪雨島根県災害義援金 

エ 同 7 月豪雨高知県災害義援金 

オ 同 米原市竜巻災害義援金 

カ 愛媛県豪雨災害による義援金 

キ 山口県平成 30 年 7 月豪雨災害義援金 

ク 兵庫県平成 30 年 7 月豪雨災害義援金 

ケ 京都府平成 30 年 7 月豪雨災害義援金 

 

 

 

種別  件数  実績額  前年度比  

戸別募金  3,293 件 7,172,215 円 170,174 円減 

法人大口募金  137 件 2,670,841 円 239,617 円減 

職域募金  68 件 814,633 円 9,502 円減 

学校募金  33 件 554,804 円 91,022 円減 

街頭募金  2 件 30,512 円 6,999 円増 

その他の募金  102 件 1,323,998 円 646 円増 

合計 3,635 件 12,567,003 円  

平成 30 年 7 月豪雨災害義援金 13 件 432,752 円 

同 7 月広島県豪雨災害義援金 1 件 9,210 円 

同 7 月豪雨岡山県災害義援金 1 件 10,000 円 

同 大阪府北部地震義援金 1 件 7,470 円 

同 北海道胆振東部地震災害義援金 8 件 88,959 円 

合計 24 件 548,391 円 



 

  

11．経営基盤の確立と労働管理事業の推進  

項  目 結  果 

⑴ 経営基盤、労務管

理の強化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 職員の創意工夫

の喚起と研修の充

実  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 職場環境の整備  

 

① 「中期財政見通し」の策定（平成 30 年 12 月） 

  「中期財政計画」の策定（平成 31 年３月） 
 

② 積立金への計画的な積立 

施設整備積立金    8,003,506 円 

事業安定資金積立金   502,351 円 
 

③ 職員定員管理計画の進行管理 

ア 平成 31 年度新規正職員採用試験の実施 

イ 正職員定期昇給抑制の継続 

ウ 臨時職員平均１％賃上げ 

 

① 研修会への参加 

外部研修会等へ参加し、資質向上に努めた。 
 

② 職員研修の実施 

   職員の意識改革と組織活力の醸成を図るため、内部研

修を実施した。 

   全職員対象  ３回 

   係長以上対象 １回 
 

③ 自主研修支援制度 

申請件数 ２件 

認定件数 ２件 

 

① 安全衛生委員会開催 ５回 
 

② 安全衛生通信の発行 ８回 
 

③ 事業所内の巡視・清掃 １回 
 

④ 健康診断の実施 １回 
 

⑤ 予防接種（インフルエンザ）の実施 １回 
 

⑥ ストレスチェックの実施 １回 

 

 

 



 

  

12．広報、啓発事業  

項  目 結  果 

⑴  広報の充実と情

報発信力の強化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑵ 情報開示の推進  

委員会を開催し、誌面などの充実を図り、情報発信と公開

に努めた。 

① 社協だよりの発行（53,000 部） 

№168  6 月 1 日号 

№169  8 月 1 日号 

№170 11 月 1 日号 

№171  2 月 1 日号 

 

② 桜河苑だよりの発行（2,800 部） 

№49 6 月 1 日号 

№50 3 月 1 日号 

 

③ ホームページの活用（随時更新） 

ア 新着情報掲載件数  240 件 

イ 1 日平均アクセス数  55 件 

 

④ フェイスブックの活用（随時更新） 

投稿件数 131 件 

 

ホームページや「財務諸表等開示システム」にて公表した。 

ア 事業計画書     公表済 

イ 予 算 書     公表済 

ウ 現況報告書     公表済（システム） 

エ 事業報告書     公表済 

オ 決 算 書     公表済 

カ 定員管理計画    公表済 

キ 中期財政見通し   公表済 

ク 地域福祉活動計画  公表済 

 

 

 

 

 

 



 

  

13．社会福祉事業施設団体職員の共済事業  

項  目 結  果 

会津若松市社会福

祉施設団体職員共済

事業 

市内福祉施設に勤務する職員の福利厚生の充実を図った。 

 

① 加入状況 

  18 施設 1 団体 514 名（前年度比 2 名増） 

 

② 給付の状況 

ア 退職給付金  33 名 60,548,419 円 

イ 結婚祝い金  11 名    77,000 円 

ウ 出産祝い金  21 名    63,000 円 

エ 弔慰金     2 名    20,000 円 

オ 傷病見舞金   0 名 

 

③ 融資状況    0 名 

 

 


